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健康を維持するためのスポーツ、本格的競技のスポーツと、スポーツは個々の体力や能力に応

じて行うものですが、本市はとくに、市民1人1スポーツの実現にむけ、スポーツの中枢となる

総合運動公園の施設整備が年ごとに進んできています。

すでに完成している施設は、総合体育館、硬式野球場1面、軟式野球場4面、テニスコート16

面、芝生自由広場などです。

そしていま、陸上競技場の建設が着々と進んでいます。その概要は、トラック1周400m8

コース、跳躍4種目、投てき4種目、メインスタンド1，500人収容、芝生スタンド4，000人収容で、

昭和61～63年度の継続事業として取り組んでいるものです。

これらの施設を、スポーツ、レクリェーション活動の場として大いにご利用ください。

1



No695りよだ政市木栃昭和63年5月1日

巴
波
川
に
一
日
も
早
く
清
流
を

「
巴
波
川
清
流
復
活
協
議
会
」
設
立

巴
波
川
の
水
質
汚
濁
が
進
行
し
つ

つ
あ
る
昨
今
、
鯉
の
い
る
街
に
ふ
さ

わ
し
い
清
流
を
取
り
戻
す
こ
と
は
、

市
民
の
願
い
で
も
あ
り
、
行
政
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
で
も
あ
る
と
し
て
、

四
月
十
九
日
、
市
図
書
館
で
鈴
木
市

長
、
県
衛
生
環
境
部
長
な
ど
県
や
市

の
関
係
者
多
数
が
出
席
し
、
「
巴
波
川

清
流
復
活
協
議
会
」
の
設
立
会
議
が

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
巴
波
川
の
水
質

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
で

コ
ス
モ
ス
の
咲
く
ま
ち
に
と
…

滝
川
市
か
ら
贈
ら
れ
た
種
を
ま
く

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
栃
木
支
部
そ
し
て
、
西
中
、
吹
上
中
の
生
徒
ら

で
は
、
四
月
二
十
三
日
㈲
市
総
合
運
と
、
お
お
ぜ
い
の
会
員
が
出
て
、
コ

動
公
園
西
側
に
、
鈴
木
市
長
、
「
小
ス
モ
ス
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

さ
な
親
切
」
運
動
栃
木
支
部
代
表
、
こ
れ
は
、
昨
年
十
一
月
東
京
虎
ノ

門
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
「
小
さ
な
親

切
」
運
動
、
二
十
四
周
年
記
念
全
国

大
会
の
席
上
、
本
市
の
友
好
親
善
都

市
、
北
海
道
滝
川
市
の
吉
岡
市
長
か

ら
鈴
木
市
長
に
、
種
一
キ
ロ
が
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
小
さ
な
ス
コ
ッ
プ
を
も

っ
た
鈴
木
市
長
も
「
桜
、
ア
ジ
サ
イ

に
つ
い
で
コ
ス
モ
ス
の
咲
く
ま
ち
に

し
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ー
…
雀
ー
鐸
黛
ザ
雑
ー
菰
。
，
旨
麟
な
お
コ
ス
モ
ス
は
「
小
さ
な
親
切
」

（
コ
ス
モ
ス
の
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
な
っ
て

種
を
ま
く
鈴
木
市
長
）
い
ま
す
。

浄
化
対
策
を
集
約
し
た
「
巴
波
川
水

質
浄
化
総
合
計
画
」
を
本
年
度
中
に

策
定
し
、
県
と
市
の
行
政
と
、
事
業

者
及
び
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
巴

波
川
に
清
流
を
復
活
さ
せ
る
た
め
の

具
体
的
な
施
策
を
、
総
合
的
、
計
画

的
に
推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
。

春
本
番
〃

春
の
交
通
安
全
運
動
で

交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
く

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
春

の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
運
動
の
↓
環

と
し
て
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
を
図

太
平
山
の
桜
な
ど
に
ド
ッ
と
人
出

暖
冬
が
続
い
た
今
年
の
冬
も
、
立

春
を
す
ぎ
て
か
ら
厳
し
い
寒
さ
に
み

ま
わ
れ
、
太
平
山
の
サ
ク
ラ
の
開
花

が
ま
つ
り
期
間
に
合
う
か
ど
う
か
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
期
間
を
］
週
間

延
長
し
た
十
六
ω
、
十
七
㈹
の
両
日

は
、
県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

と
く
に
今
年
は
、
山
頂
付
近
の
遊

覧
道
路
ぞ
い
の
大
き
な
木
を
切
り
開

い
て
見
晴
ら
し
を
よ
く
し
た
た
め
、

訪
れ
た
花
見
客
も
車
を
と
め
て
、
小

さ
く
見
え
る
栃
木
の
街
並
を
な
が
め

た
り
、
昨
秋
、
栃
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

．
ぐ▽
騰
嫉

藻馴叉一す、『、
、
、
、
へ
（
観
光
客
を
案
内
す
る

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

ラ
ブ
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
会
員

や
栃
農
高
生
徒
ら
の
手
で
遊
覧
道
路

や
つ
つ
じ
園
路
に
植
え
ら
れ
た
約
五

万
株
の
白
や
黄
色
の
水
仙
が
観
光
客

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
栃
木
の
イ
メ
ー
ジ
を

高
め
る
た
め
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
達
が
、
さ
っ
そ
く
そ
の
活
動
を

は
じ
め
、
喜
ば
れ
ま
し
た
。

い
っ
ぽ
う
、
星
野
遺
跡
周
辺
の
野

山
も
、
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
の
カ
タ
ク

リ
の
花
を
み
よ
う
と
、
カ
メ
ラ
を
持

っ
た
親
子
づ
れ
な
ど
た
く
さ
ん
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

（
カ
タ
ク
リ
で
賑
う
星
野
町
）

る
た
め
、
四
目
十
一
、
十
二
、
十
四

日
の
三
日
間
市
総
合
運
動
公
園
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
↓
O
O
O
人
を
越
し
、

競
技
の
途
中
で
交
通
安
全
指
導
と
し

て
模
擬
道
路
に
よ
り
、
交
差
点
の
正

し
い
通
行
方
法
、
安
全
な
横
断
な
ど

を
栃
木
警
察
署
員
の
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

ま
た
安
全
協
会
か
ら
は
交
通
安
全

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
テ
ィ
ッ
シ
ユ
、
反

射
材
を
配
布
し
、
三
位
ま
で
の
入
賞

チ
ー
ム
全
員
に
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

入
賞
チ
ー
ム

］
位
今
泉
二
B
チ
ー
ム

ニ
位
片
柳
A
チ
ー
ム

三
位
大
宮
ニ
チ
ー
ム

国
府
C
チ
ー
ム
鏑

擁
今
植
え
る
緑
が

住
み
よ
い
未
来
を
創
る
拝

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
配
布

木
々
の
芽
も
よ
う
や
く
ほ
こ
ろ
び

は
じ
め
た
四
月
十
三
日
、
市
総
合
運

動
公
園
で
、
鈴
木
市
長
は
じ
め
、
知

事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
た
ず
さ
え
た
緑

の
使
者
ら
が
一
、
二
〇
〇
本
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
苗
木
を
配
布
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
の
な
か
、
た

く
さ
ん
の
人
が
列
を
つ
く
り
、
つ
ぎ

つ
ぎ
と
受
け
取
り
ま
し
た
。

今
、
森
林
の
も
つ
働
き
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
空
気
を
浄
化
し
、
水

資
源
を
守
り
、
山
崩
れ
や
洪
水
を
防

ぐ
た
め
で
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
奥
山
の
優
れ

た
森
林
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
日
常

生
活
に
お
い
て
身
近
に
あ
る
緑
も
大

切
で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
身
近
な

緑
を
愛
し
育
て
、
緑
の
大
切
さ
を
も

う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

噸
属
、
冊
罐
．
3
幽
毒
圏
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昭
和
6
3
年
度
総
会
を
開
催

自
治
会
長
連
絡
協
議
会

市
内
の
自
治
会
長
で
組
織
す
る
栃

木
市
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
総
会
が

四
月
二
十
三
日
、
市
役
所
正
庁
で
開

か
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
鈴
木
市
長
が
お
祝
い

を
の
べ
る
と
と
も
に
、
日
頃
の
市
政

に
対
す
る
お
力
添
え
に
感
謝
の
意
を

表
わ
し
ま
し
た
。

議
事
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
事

業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
や
、
昭
和

六
十
三
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
が
討

議
さ
れ
た
あ
と
、
一
部
役
員
の
改
選

が
あ
っ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
度
の
役
員
は
次
の

方
々
で
す
。

会
長
藤
掛
二
郎
（
室
町
）

副
会
長
知
久
勇
（
旭
一
・
二
）

根
岸
勇
（
横
大
道
）

理
事
安
達
憲
作
（
万
町
三
丁
目
）

ご
み
処
理
施
設

「
南
部
清
掃
工
場
」
が
竣
工

栃
木
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

栃
木
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

（
管
理
者
、
鈴
木
乙
一
郎
栃
木
市
長
）

で
、
岩
舟
町
三
谷
地
内
に
、
昭
和
六

十
一
、
六
十
二
年
度
の
二
ヵ
年
継
続

事
業
と
し
て
建
設
し
て
い
た
ご
み
処

理
施
設
の
「
南
部
清
掃
工
場
」
が
竣

工
し
ま
し
た
。

四
月
二
十
一
日
に
、
鈴
木
栃
木
市

長
は
じ
め
関
係
市
町
村
、
国
県
、

工
事
関
係
者
な
ど
多
数
出
席
し
盛
大

に
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

同
工
場
は
一
千
四
百
四
十
五
平
方

メ
ー
ト
ル
の
処
理
棟
と
、
三
百
九
十

五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
管
理
棟
が
あ
り
、

准
連
続
焼
却
炉
二
基
で
、
一
日
五
十

ト
ン
の
生
ご
み
を
処
理
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
北
部
清
掃
工
場
（
栃
木

市
内
）
、
大
平
清
掃
工
場
、
藤
岡
清

掃
工
場
の
三
つ
の
工
場
で
処
理
し
て

き
ま
し
た
が
、
南
部
清
掃
工
場
の
完

成
に
よ
り
大
平
・
藤
岡
両
清
掃
工
場

は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

終
褥

ぼ
意監・
善
“
鷺

＆
鉦
（竣工式のテープ・カット）

佐
山
謙
（
倭
町
北
．
じ

若
菜
重
夫
（
沼
和
田
町
）

坂
本
文
男
（
城
内
一
丁
目
）

関
口
秀
雄
（
箱
森
中
央
）

寺
内
利
宣
（
薗
部
三
丁
目
）

古
川
一
男
（
入
舟
二
丁
目
）

田
村
好
］
（
樋
ノ
ロ
）

高
田
定
雄
（
中
央
）

野
中
輝
三
（
川
原
田
東
）

田
中
盛
吉
（
鍋
山
第
二
）

長
敬
（
惣
社
西
）

監
事
村
上
惣
二
境
町
）

関
口
国
吉
（
昭
和
町
）

山
井
清
誉
（
野
中
西
）

昭
和
63
年
度

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

城
内
町
二
丁
目
に
建
設
中
の
市
営

住
宅
の
入
居
者
を
、
次
に
よ
り
募
集

し
ま
す
。

所
在
地
城
内
町
2
丁
目
磯
番
地

種
別
第
1
種
市
営
住
宅
（
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
3
階
建
3
D
K
）

戸
数
12
戸

家
賃
月
額
3
5
，
0
0
0
円
程
度

募
集
期
間
5
月
6
日
～
5
月
31
日

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

賦
課
対
象
区
域
が
決
ま
り
ま
し
た

市
で
は
、
下
水
道
の
使
用
可
能
な

地
域
を
対
象
と
し
た
公
共
下
水
道
受

益
者
負
担
金
の
賦
課
対
象
区
域
を
定

め
て
い
ま
す
。

今
年
度
新
た
に
賦
課
対
象
区
域
と

な
っ
た
の
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
の

施
工
に
よ
り
使
用
可
能
と
な
っ
た
区

域
の
う
ち
、
万
町
、
旭
町
、
城
内
町

二
丁
目
、
神
田
町
、
本
町
、
日
ノ
出

町
、
泉
町
、
大
町
、
昭
和
町
、
平
柳

町
一
丁
目
、
平
柳
町
二
丁
目
の
各
一

部
で
す
。

こ
の
区
域
内
の
居
住
者
の
方
々
に

は
、
後
日
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。ま
た
、
受
益
者
と
な
る
方
に
は
、

来
年
度
か
ら
負
担
金
の
納
入
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道
課

（
費
内
線
翫
）
へ

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

市
民
が
歴
史
と
伝
統
の
ま
ち
栃
木

市
に
、
限
り
な
い
愛
着
と
誇
り
を
も

て
る
よ
う
な
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
四
月
十
五
日
、
市
職

員
を
対
象
に
第
三
回
目
の
ま
ち
づ
く

り
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
鈴
木
市
長
は
じ

め
市
幹
部
も
出
席
し
、
市
職
員
を
あ

げ
て
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
こ
の
日
は
「
観
光
計
画
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
東
京
工
業
大
学
名

誉
教
授
で
あ
り
、
東
京
農
業
大
学
教

授
の
鈴
木
忠
義
先
生
の
講
話
を
聞
き

ま
し
た
。

申
込
み
方
法
市
の
入
居
申
込
書
に

よ
り
、
建
築
課
住
宅
係
へ

入
居
資
格

・
市
内
に
居
住
ま
た
は
、
勤
務
す
る

者・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を

し
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
者
、
そ
の
他

婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と

・
昭
和
62
年
中
の
収
入
額
が
次
表
の

範
囲
内
の
者

平入選・・第一種露薙雛・収入基準（所得）月額

定法をら住 100，000円超え162，000円以下日
公
搬害・扶養親族別総収入

7開し者困1人2，423，999円超え3，463，999円以下
早鄭ぞ2人2・895・999円超え3・875・999円以下

日にるい3一人3，359，999円超え4，287，999円以下
よ者牽4人3，771，999円超え4，699，999円以下

る一と5人4，183，999円超え5，111，999円以下

輝ム1一一、｛ 颪湛’室

証！」…鍵製

ノ
．
コ

、整．郭ぎB

著塾，蝶

一3一

ピー＿脚一｝““一』～麗諦輔｝マモ
1都市計画図書の縦覧l！都市計画変更案（都市計画道路L3・・l

／雛関東横断聾3・3・2号栃木大通り）／

潟甥蟹鰍二関係図書を縦覧し！

1縦覧するもの小山栃木都市計画道路の変更1

キ縦覧場所都市開発課l
し納＿＿＾＿＿～＿＿～一＿＿・＿＿冨

層一．曙・…コ

購、
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受
け
よ
う
検
診

守
ろ
う
．
か
ら
だ

成
人
病
と
は
、
が
ん
、
脳
卒
中
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
働
き
盛
り

の
成
人
を
お
そ
う
病
気
を
ま
と
め
て

呼
ん
で
い
ま
す
。
成
人
病
予
防
の
主

役
は
あ
な
た
自
身
で
す
。
検
診
を
受

け
て
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

☆
成
人
病
検
診
畢
5
月
1
0
日
㈹

受
付
午
前
9
時
～
1
0
時
30
分

場
所
栃
木
市
役
所

内
容
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

心
電
図
眼
底
カ
メ
ラ

・
血
圧
・
血
液
検
査
な
ど

☆
婦
人
総
合
検
診
毎
5
月
1
8
日
因

受
付
午
後
1
時
ー
2
時

場
所
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
乳
が
ん
検
診
・
血
圧
・

血
液
検
査
な
ど

※
該
当
地
区
は
回
覧
が
回
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
で
、
希
望
の
方
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
健
課
保
健
係
（
饗
内
線
躍
）
へ

国
民
年
金
の
“
障
害
年
金
”

“
母
子
年
金
”
等
を
受
け
て
い
る
方
へ
！

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

↓
回
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
年
金
を
受
け
て

い
る
方
の
生
存
を
確
認
す
る
た
め
の

大
切
な
届
で
す
。
引
き
続
き
年
金
を

受
け
る
た
め
必
ず
届
け
て
下
さ
い
。

ま
た
、
次
の
国
民
年
金
を
受
け
て

い
る
方
は
、
市
役
所
又
は
、
社
会
保

険
事
務
所
か
ら
現
況
届
の
用
紙
が
届

き
ま
し
た
ら
、
五
月
一
日
か
ら
五
月

三
十
一
日
ま
で
に
市
役
所
市
民
課
年

金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
障
害
年
金
○
母
子
・
準
母
子
年

金
○
遺
児
年
金
○
寡
婦
年
金

た
だ
し
、
障
害
福
祉
年
金
（
障
害
認

定
日
が
二
十
歳
前
の
方
）
は
除
か
れ

ま
す
。

な
お
、
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

方
で
、
特
に
診
断
書
の
提
出
を
求
め

ら
れ
た
方
は
、
診
断
書
を
併
せ
て
提

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
年
金
係
（
曾
内
線
朧
・
既
）

市
民
会
館
か
ら

お
知
ら
せ

市
民
会
館
で
は
内
装
工
事
を
行
い

ま
す
の
で
、
七
月
一
日
か
ら
九
月
三

十
日
の
あ
い
だ
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

期
問
中
は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
十
月
か
ら
は
明
る

い
会
館
と
し
て
皆
様
の
ご
利
用
を
お

待
ち
い
た
し
ま
す
。

鰯
鱗
纏
翻
灘
麟
鑛
麟
灘
灘

1
6
月
1
日
～
6
月
7
日
「
水
道
週
間
」
1

水
道
週
間
の
期
間
中
に
、
栃
木
市

公
認
管
工
事
業
協
同
組
合
の
協
力
を

得
て
、
蛇
口
の
コ
マ
パ
ッ
キ
ン
無
料

交
換
を
行
い
ま
す
の
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

対
象
市
水
道
を
使
用
し
て
い
る
家
庭

｝

申
込
期
問
5
月
2
3
日
㈲
ー
2
7
日
働

申
込
先

薗
部
浄
水
場
（
岱
⑳
4
5
2
3
）

交
換
期
間
6
月
1
日
困
～
7
日
㈹

市
公
認
工
事
店
が
伺
っ
て
交
換
し

ま
す
。

安
全
で
衛
生
的
な

市
水
道
を
使
い
ま
し
ょ
う
〃

ン
ツ
コ
キ
マ

＼

「
5
月
は
消
費
者
月
間
」
そ
し
て

「
5
月
30
日
は
消
費
者
の
日
」
で
す

「
消
費
者
の
日
」
は
、
国
民
の
消
費

生
活
の
安
定
及
び
向
上
を
目
的
に
、

定
め
ら
れ
た
日
で
す
。

こ
の
日
を
記
念
し
て
い
ろ
い
ろ
な

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
一
日
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

5
月
2
1
日
㊦

5
月
22
日
㈲

○
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

J
R
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
栃
木

駅
構
内
で

0
栃
木
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
一
消

費
生
「
活
相
談
員
に
よ
る
消
費
生

活
苦
情
相
談

○
訪
問
販
売
カ
ル
タ
ク
イ
ズ

◎
「
消
費
者
の
日
」
を
記
念
す
る
つ

ど
い

5
月
2
7
日
團

○
午
前
1
0
時
か
ら
、
栃
木
会
館

大
ホ
ー
ル
（
宇
都
宮
市
）

○
講
演
「
国
際
化
と
私
た
ち
の

く
ら
し
」

講
師
野
村
総
合
研
究
所

及
川
昭
伍
理
事

0
記
念
パ
レ
ー
ド

県
庁
か
ら
J
R
宇
都
宮
駅

ま
た
、
「
消
費
者
の
日
」
協
賛
セ

ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
各
実
施
店

に
は
、
次
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
カ
ー
が

貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
商
工
観
光
課
（
魯

内
線
阻
）
へ

講演会

「
親
に
言
え
な
い

子
ど
も
の
本
音
」

タ
レ
ン
ト
坂
本

怠
日
本
テ
レ
ビ
映
画
「
矢
車
剣
之
助
」

を
皮
切
り
に
各
局
番
組
に
出
演
し
、
特
に
子
ど
も
番
組
の
名
ホ
ス
ト
新
兵

ち
ゃ
ん
の
愛
称
で
、
全
国
の
ち
び
っ
こ
や
マ
マ
た
ち
に
絶
大
の
人
気
を
得

る
一
方
、
忙
し
い
芸
能
界
の
仕
事
を
つ
づ
け
な
が
ら
保
護
司
と
し
て
、
全

場
所
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
無
料
（
た
だ
し
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
）

な
お
、
入
場
整
理
券
は
、
5
月
12
日
困
か
ら
市
教
育
委
員
会
、
文
化
会

館
、
図
書
館
、
市
民
会
館
、
各
地
区
公
民
館
で
お
配
り
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
費
2
2
1
3
5
3
5
内
線
晒
）

騨
雛
辮
糞
縁

新
兵

（
保
護
司
佐
藤
親
弘
）

市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
家

庭
教
育
学
級
・
婦
人
学
級
合
同
学
習
会
に
、
タ

レ
ン
ト
で
保
護
司
で
も
あ
る
坂
本
新
兵
を
招
い

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

、
N
H
K
「
ビ
ッ
ク
リ
ス
コ
ー
プ
」

一4一
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あ
と
2
週
間
！

心
ふ
れ
あ
う
蔵
の
街

し
、
市
民
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
強
い
き
ず
な
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
市
民
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。

●

襲
粥
糞
羅
・

と
き
0
5
月
且
日
匂

午
前
1
0
時
～
午
後
8
時

・
栃
木
県
で
一
番
早
い
花
火
大
会

（
午
後
7
時
30
分
よ
り
）

0
5
月
1
5
日
印

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

●
ア
イ
ド
ル
歌
手

長
山
洋
子
シ
ョ
ー

（
午
後
－
時
よ
り
）

華

●網G噸響羅

と
こ
ろ
栃
木
市
総
合
運
動
公
園

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

チ
ビ
ッ
コ
ラ
ン
ド
、
地
場
産
業
フ

ェ
ア
、
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
、
ガ
レ

f
ジ
セ
ー
ル
、
刑
務
所
矯
正
展
、

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
大
会
等

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

［
般
市
民
募
集
中

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
と
は
、
家
庭
に

第20回記念特別企画栃木市民号

一南紀と伊勢神宮の旅一
第20回記念企画で、行きはさんふらわあ号で楽し

い船旅を、那智大社、那智の滝、瀞の舟下り、伊勢

鳥羽めぐりと、帰りはくつろぎのお座敷列車の旅…

期日7月3日（日）～6日（水）の3泊4日

会費68，000円
募集人員300名（5月15日より申込受付、定員に

なり次第締切ります）
行程
03日栃木一小山一上野一東京港～（さんふらわ

あ号）～船中（泊）04日紀伊勝浦一那智大社
那智の滝一志古一熊野神社一勝浦（泊）05日

勝浦一尾鷲一伊勢外宮・内宮一二見ケ浦一鳥羽（泊

06日鳥羽一伊良湖一豊橋一（お座敷列車）一小

山一栃木
那智勝浦町での交換会を予定しています。

お問い合わせと申込みは、JR栃木駅（費22－01
22）・日本旅行栃木支店（岱22－3223）へ

あ
る
不
用
品

セ
サ
リ
ー
、

を
持
ち
よ
り

を
つ
け
て
、

も
の
で
す
。

祝

（
衣
類
、
雑
貨
、
ア
ク

本
、
レ
コ
ー
ド
）
な
ど

、
自
分
で
好
き
な
値
段

自
由
に
売
り
買
い
す
る

申
込
み
締
切
り
5
月
m
日

出
店
料
1
、
0
0
0
円

㎜
店
限
り
車
持
込
み
可

申
込
み
先
及
び
間
い
合
わ
せ

栃
木
青
年
会
議
所
事
務
局

（
麿
⑳
8
1
1
8
）

“
両
毛
線
栃
木
駅
百
周
年
”

ふ
れ
あ
い
の
栃
木
・
蔵
の
街
，
8
8
を
開
催

明
治
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日
に

両
毛
線
小
山
・
足
利
間
が
開
通
し
、

本
市
玄
関
口
と
し
て
歩
み
を
共
に
し

て
き
た
栃
木
駅
が
百
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

こ
れ
を
祝
う
と
と
も
に
、
記
念
行

事
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
駅
利

用
の
方
々
に
楽
し
く
過
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
盛
沢
山
の
催
し
が
行
わ
れ

ま
す
。
日
時
5
月
21
・
22
日

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

会
場
J
R
栃
木
駅
前
広
場
・
東

側
駅
構
内

・○内
みんなで協力．1琶旦・容

きれいな街つくり1展22

il一日
春の大掃除を次の日割で行い村栃の
すので、ご協力を礪いします・括曹

期日実施区分1嬰05月14日（土）官公署・学校・事1モ

業所1日・5月・5日（日）市内の搬家庭橘

名
勝
、
S
L
ほ
か
）

・
絵
画
展
（
児
童
作
品
）

・
明
治
の
鉄
道
衣
装
展

・
マ
ル
タ
イ
（
保
線
車
）
展
示

・
記
念
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
発
売

記
念
ス
タ
ン
プ
帳
発
売
（
先
着
一

〇
〇
〇
名
に
無
料
配
布
）

・
模
擬
店
、
物
産
店

・
ミ
ニ
S
L
、
フ
ァ
フ
ァ
（
無
料
）

・
風
船
、
わ
た
あ
め
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
21
日
）
午
後
－
時
～
5
時

（
22
日
）
午
前
11
時
～
午
後
4
時

0
2
2
日

・
地
ば
や
し
、
神
田
ば
や
し

そ
の
他
、
一
日
駅
長
、
レ
ー
ル
切

断
実
演
な
ど
多
彩
な
内
容
で
す
。

市
民
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
民
プ
ー
ル
で
は
、
プ
ー
ル
オ
ー

プ
ン
準
備
の
た
め
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ

ー
ト
及
び
ボ
！
ト
業
務
は
五
月
十
五

日
ゆ
で
終
了
し
、
六
月
二
十
六
日
功

栃
木
農
業
高
等
学
校
開
放
講
座

く
ら
し
に
豊
か
さ
を
1

手
づ
く
り
を
楽
し
も
う

か
ら
プ
ー
ル
業
務
を
行
り
予
定
で
す
・
物
硝

な
お
、
プ
ー
ル
終
了
後
引
き
続

き
十
月
一
日
ω
か
ら
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ

ー
ト
及
び
、
ボ
ー
ト
業
務
を
行
う
予

定
で
す
。

栃
木
農
業
高
等
学
校
で
は
、
施
設

と
機
能
を
広
く
地
域
の
皆
さ
ん
に
開

放
し
、
つ
く
る
楽
し
さ
、
育
て
る
歓

び
を
求
め
て
、
生
活
を
豊
か
に
す
る

た
め
の
学
習
の
場
と
し
て
、
講
座
を

開
設
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
6
月
11
日
～
1
0
月
2
9
日
の
土

曜
日
11
回
（
午
後
1
時
3
0
分
～
）

会
場
県
立
栃
木
農
業
高
等
学
校

講
座
内
容

6
月
1
1
日
楽
し
く
歌
っ
て
仲
間
づ

く
り

1
8
日
簡
単
な
食
品
加
工
（
ジ

ャ
ム
・
ゼ
リ
ー
そ
の
ー
）

2
5
日
盆
栽
つ
く
り
と
手
入
れ

7
月
2
日
簡
単
な
食
品
加
工
（
ジ

ヤ
ム
・
ゼ
リ
ー
そ
の
2
）

割2
5
員）査在調現（日査0調創会＠麺

価
儲

の
木
市
栃
木栃

9
日

9
月
1
0
日

2
4
日

10

月
－
日

1
5
日

2
2
日

2
9
日

定
員
↓
般
成
人
4
0
名

全
講
座
に
出
席
で
き
る
方

受
講
料
無
料
（
材
料
費
実
費
負
担
）

申
込
み
申
込
書
に
よ
り
、
5
月
2
3

日
～
2
8
日
ま
で
に
、
同
校
開
放
講
5

座
係
、
又
は
栃
木
市
教
育
委
員
会
一

社
会
教
育
課
へ
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。
）

く
わ
し
く
は
、
県
立
栃
木
農
業
高

等
学
校
（
岱
⑳
0
3
2
6
）
へ

秋
野
菜
つ
く
り

な
し
狩
り

簡
単
な
食
品
加
工
（
漬
物
）

パ
ン
つ
く
り

庭
木
の
手
入
れ

冬
の
草
花
つ
く
り

冬
に
負
け
な
い
食
事
つ

く
りな
る
べ
く

品名
調査価格 調六価格のうち
平均値 前月比 最高値 最低値

フロパンガス正味量5㎡の価格 IIヨ2609
‘
△
4 円2750 F

l
2
0
0
0

灯油182配達込み価格
745 △29 846 648

ガソリン現金で1ピ
117 △2 140 114

テイッシュペーノぐ一
L400枚（200組）1箱

122 △2 i65 80

しよう油14ポリ容器入り
244 △2 2go 198

砂糖ユkgヒr1
238 △2 298 ユ98

小麦粉1kg
190 △4 228 ll3

サラダ油1．6509ビン人り
458 94 778 298

じゃがいも1kg
178 △10 250 ユ00

卵MlO個
137 △10 ユ58 1ユ8

豚肉100もも肉
147 △1 290 98

，島肉1000手羽肉
94 △3 120 58

マーガリン225g
175 △6 200 130

インスタントコーヒー

1509
898 △44 1，140 750

洗濯用洗剤
4．1kg

1，109 52 1，385 798

みそ1kg
257 1 350 168

たまねぎ1kg
185

一 280 140



難、1栃幕輩鱒家欝簿擁灘謙磁

昭和62年度予算と収入・支出の状況

口予算現額167億5，660万円口予算現額167億5，660万円
［二ニニコ上半期収入済額78億2，952万円口上半期支出済額64億9，150万円
纒下半期収入済額66億2，846万円懸下半期支出済額78億3，220万円

101，童，円

栃木市政だより
昭和63年5月1日

、Of意円50 歳入 歳出予算現額収入済額 支出済額予算現額

市税

土木費 i…懸醸

88億1，055万円87億5，881万円（99．4％）

難醸醸
教育費醸懸懸 醸醸

24

i鍵鍵鍵§職垂 懸雛§／

懸§醒§灘
民生費

灘

醸蝕15億7，70万円（52．8％〉 国庫支出金
醸

4，118万円醸醸醸溢

※N藝懸黙獣緊譲醸・漣・9％〉

諸収入
総務費

懸雛

簗
蕊
濃
灘
黙
醸
鱒

醸
1
万
円

心醸
11億6，085万円1億9，840万円

市債
公債費

16億9，865万円（98．2％）17億

醸彰11億3・867万円（1・3・5％）

地方交付税 …懸灘
衛生費

11億7・954万円（91・・％〉灘獣醸

10億3，146万円10億3，146万円（100．0％）

繰越金
灘

商工費 7億452万円（96．1％〉3，340万円

蒸懸黛灘5・96・万円（68・5％）

その他 その他醸藤黙黙12億8，367万円（75・9％）懸熱

諺 …一6一



No．695 栃木市政だより 昭和63年5月1日

市たばこ消費税その他
4億6，245万円4億7，582万円
（5．3％）（5．4％）

都市計画税
5億7，909万円

（6．6％）

収入済額
87億5，881万円

固定資産税
29億8，262万円
（34．1％）

市民税
42億5，883万円
（48．6％） その他

（8．9％）

11億7，262万円
（7．3％）

下水道
38億260万円

土木
（23．8％）

36億9，791万円 教育
（23．1％） 59億5，820万円

域改善 （37．2％）

意4，499万円

（10．3％） 目的
万円（5．6％）

総額159億9，683万円

その他
917万円
る）

銀行
62万円公営企業

借入先

大蔵省
66億4，716万円

金融公庫 （41．6％）

30億2，855万円
（！8．9％） 郵政省．

37億工，933万円
（23．3％）

このぽか一時的に借りているお金2億円

鰯
）

蛋世響た晶35・…4％樋た晶1・1・3・7円

使われている667，540円使われていゑ192，673円

市の予算市の予昇

艸熔

有価証券 基金

会計名 予算現額 収入済額 支出済額
収入率 支出率

国民健康保険 35億5，099万円 31億4，974万円 ％88．7 29億7，130万円 ％83．7

老人保健 30億9、506万円 29億3，911万円 95．0 27億8，711万円 90．1

下水道 14億9，761万円 8億6，867万円 58．0 9億5，062万円 63．5

市民プール 4，215万円 4，212万円 99．9 4，！37万円 98．1

皆川財産区 1，104万円 1，106万円 100．2 949万円 86．0

寺尾財産区 1，741万円 1，752万円 100．6 1，467万円 84．3

完
成
し
た
第
三
小
給
食
室

山林

o

蜜鷲欝嵩伽
垂

網

濠鮮

建物

1，403万円

罪
’
曜燦

々
と
進
む
下
水
道
工
事

響
譲
難
牡
、
講

土地

現金41億7，490万円

土地 7，928㎡
120ha
畿轟
20万7，293㎡88万1，565㎡
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No695りよだ政市木栃昭和63年5月1日

苦
情
や
要
望
を

行
政
改
善
の
手
立
て
に

5
月
1
5
日
か
ら
春
の
行
政
相
談
週
間

．
五
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

は
、
春
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

わ
た
し
た
ち
が
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
行
政
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
苦

情
・
意
見
や
要
望
な
ど
を
聞
き
、
公

平
・
中
立
な
第
三
者
的
立
場
で
一
つ

ひ
と
つ
問
題
の
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
を
行
政
運
営
の
改
善
に

反
映
さ
せ
る
こ
れ
が
行
政
相
談

で
す
。

例
え
ば
、
道
路
や
河
川
の
整
備
、

税
、
年
金
、
そ
の
他
役
所
で
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
し
て
の
苦
情
・
要
望

を
受
付
け
し
て
い
ま
す
。

雛
行政相談週間
（5月15日～21日）

定
例
相
談
は
、
市
役
所
市
民
相
談

室
、
各
地
区
公
民
館
、
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
栃
木
店
、
い
せ
や
栃
木
店
で
開

催
し
ま
す
。
日
程
等
に
つ
い
て
は
、

市
政
だ
よ
り
「
月
の
あ
ん
な
い
」
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

栃
木
市
で
は
、
行
政
相
談
委
員
と

し
て
次
の
二
氏
が
総
務
庁
長
官
か
ら

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
委
員

片
柳
コ
ト
氏
沼
和
田
町
4
2
－

1
3
（
麿
⑳
5
1
9
8
）

大
保
寺
久
雄
氏
柳
橋
町
2
1
且

（
費
翅
1
8
3
2
）

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
お
年

寄
り
が
楽
し
く
、
幸
せ
に
過
ご
せ
る

よ
う
市
で
は
、
お
年
寄
り
の
福
祉
・

生
き
が
い
・
就
業
・
保
健
医
療
等
、

種
々
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
よ
り
毎
月
一
回
、
こ
れ
ら
の
事
業

に
つ
い
て
、
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ

伝
言
板
」
と
題
し
、
紹
介
い
た
し
ま

、
お

δn
J
、
、

一
ノ

幸せを求めて

日
常
生
活
と
差
別
意
識
②

世
間
と
差
別
意
識

日
常
の
会
話
の
中
に
「
世
間
に

顔
む
け
が
で
き
な
い
か
ら
…
」

「
世
間
体
が
悪
い
か
ら
・
・
己

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

会
話
の
背
景
に
は
「
世
間
の
考
え

に
従
つ
て
い
れ
ば
、
何
の
問
題
に

も
な
ら
な
い
し
、
自
分
の
立
場
は

安
定
し
て
い
る
。
」
と
い
う
意
識
が

潜
ん
で
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
間
と
い
う
用
語
は
、
私
た
ち

が
日
ご
ろ
活
動
し
て
い
る
限
ら
れ

た
地
域
社
会
と
い
う
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
↓
人
ひ
と
り

は
、
こ
の
世
問
と
い
う
社
会
の
一

員
と
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ

の
社
会
の
中
で
、
や
や
も
す
る
と

『
世
間
体
に
こ
だ
わ
る
』
と
い
う

考
え
方
が
、
「
み
ん
な
と
同
じ
行
動

を
し
て
、
自
分
の
地
位
を
安
定
な

状
態
に
し
て
お
き
た
い
」
と
い
う

自
分
中
心
の
願
望
に
重
な
り
、
世

間
と
い
う
中
に
し
っ
か
り
と
組
み

込
ま
れ
た
し
き
た
り
や
風
潮
等
に

従
属
し
、
主
体
性
の
な
い
生
き
方

を
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
更
に

閉
鎖
的
な
狭
い
考
え
方
に
と
じ
こ

も
り
、
自
分
の
活
動
範
囲
を
こ
え

た
人
々
や
文
化
な
ど
に
対
し
て
、

受
容
す
る
こ
と
を
し
な
い
で
か
え

っ
て
排
他
的
な
行
動
を
す
る
こ
と

さ
え
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
「
世
間
の
み
ん
な

が
そ
う
言
っ
て
い
る
か
ら
…
」

と
い
う
考
え
で
、
被
差
別
部
落
の

起
源
を
誤
解
し
た
り
、
実
態
を
正

し
く
把
握
す
る
活
動
を
し
な
い
ま

ま
に
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
偏
見

に
気
づ
か
ず
社
会
的
交
流
を
拒
否

し
た
り
、
自
分
に
直
接
関
係
し
て

く
る
と
正
し
い
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
間
の

圧
力
に
屈
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る

こ
と
に
結
び
つ
い
て
き
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
か
ら
「
世
間
体
」

と
「
主
体
的
な
生
き
方
」
や
「
合

理
的
、
科
学
的
な
考
え
方
」
そ
し

て
「
連
帯
の
あ
り
方
」
等
の
関
係

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法
で
す

べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て
い
る
基

本
的
人
権
が
地
域
社
会
に
根
づ
く

こ
と
に
も
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
作
業
を
し
な
い
で
い
る

こ
と
は
、
「
女
の
く
せ
に
」
と
か

「
ま
だ
地
域
に
来
た
ば
か
り
な
の

に
」
と
か
「
生
ま
れ
が
…
の

く
せ
に
」
な
ど
の
も
ろ
も
ろ
の
差

別
を
温
存
す
る
こ
と
に
な
っ
て
き

ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
学
習

機
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
『
世

間
体
』
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
と

働
き
を
主
体
的
に
考
え
、
自
己
を

向
上
さ
せ
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り

が
個
性
あ
る
存
在
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
築
く
こ
と
に
努
力
を

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

杖
が
わ
り
の
老
人
福
祉
車

四
千
円
に
助
成
額
ア
ッ
ブ
！

市
内
に
住
む
六
十
五
歳
以
上
の
、

歩
行
に
杖
等
を
必
要
と
す
る
お
年
寄

り
に
、
老
人
福
祉
車
購
入
費
の
］
部

（
二
分
の
↓
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

六
十
三
年
度
よ
り
、
こ
の
助
成
費

用
の
最
高
限
度
額
が
三
千
円
か
ら
四

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
左
記
へ
ど
う
ぞ
。

福
祉
課
高
齢
者
対
策
係

（
君
内
線
棚
）

∞∞

α
、驚

ありがとうあたたかい善意
の善意銀行へ寄せられた皆さんのあたたかい善意はかい善意は次のとおりです。

1匿名
目石川猛・文恵さん

泉町青年会
町スポーッ愛好会

名

平野一稔さん
黒川時三郎さん

さんのあたたかい善意は，

老人用衣類匿
◇交通遺児へ◇

2，000円今泉町2丁
24，000円全国龍和会

10，000円泉町
1，000円嘉右衛門町
◇恵まれない人へ◇

10，000円薗部町匿
14，818円平井町
20，000円仲仕上町
◇老人施設へ◇

石けんタオル沼和
◇ホームヘルパーヘ◇

紙おむつ城内町2丁
そのほか、福祉のた
オーケー工業㈱、町圧
難聴学級一同、愛の楽
済切手多数が寄せられ

石けんタオル沼和田町荒川チヨ子さん
◇ホームヘルパーヘ◇

紙おむつ城内町2丁目鈴木英夫さん
そのほか、福祉のためにと、橘工業㈱
オーヶ一工業㈱、町田節子さん、第二小学校
難聴学級一同、愛の巣の会の皆さんから使用
済切手多数が寄せられました。

アフリ力難民義援金
5，000円万町大豆生田ヤヲさん

3月中に、市の善意銀行へ寄せられた皆
◇福祉のために◇

10，000円匿名
835円薗部町2丁目角田二郎さん
20，000円大塚町飯島登さん
雑布匿名トレーニングタイツ100枚境町両毛スポーッ

5，042円匿名
27，000円第4地区コミュニティセンター

指導事業学習発表会七宝焼講座
346円第3回ジャズダンス・バドミント

ン講座受講生一同
3，000円泉町石井基雄さん
3，000円旭町市川利一さん
ギャッヂベット・車イス各1台

仲仕上町河田勇さん◇福祉基金へ◇

10，000円むつみ会◇栃木老人ホームヘ◇

雑布100枚、紙おむつ50枚

薗部町4丁目大橋フサさん
50，000円柳原町 伏木稲荷
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山
花
郁
子
講
演
会

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
い
う
言
葉
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。

気
軽
に
本
の
世
界
へ
の
道
案
内
を

す
る
こ
と
な
の
で
す
。

入
学
し
た
ば
か
り
の
一
年
生
を
も

つ
両
親
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
、
本

の
世
界
の
楽
し
さ
や
、
お
は
な
し
の

楽
し
さ
を
聞
か
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ

図
書
館
で
は
、
親
子
読
書
運
動
な

ど
で
活
躍
し
て
い
る
山
花
郁
子
先
生

を
招
き
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待

ち
い
た
し
ま
す
。

日
時
5
月
2
8
日
ω

午
後
1
時
3
0
分
よ
り

場
所
栃
木
市
図
書
館

2
階
会
議
室

演
題
「
大
人
と
子
ど
も
の
心
を

つ
む
ぐ
本
の
世
界
」

参
加
自
由
、
無
料

（
先
着
6
0
名
ま
で
）

間
い
合
わ
せ
栃
木
市
図
書
館

（
君
2
2
1
3
5
4
2
）

栃
木
市
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

（
ダ
ブ
ル
ス
）

期
日
5
月
2
2
日
・
2
9
日

会
場
市
総
合
運
動
公
園
庭
球
場

種
目
男
子
ダ
ブ
ル
ス
女
子
ダ
ブ

ル
ス
壮
年
（
4
5
歳
以
上
）

ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格
市
内
に
居
住
、
ま
た
は

市
民
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会

兼
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
予
選
会

期
日
5
月
1
5
日
（
日
）

会
場
市
総
合
運
動
公
園
庭
球
場

資
格
市
内
に
居
住
又
は
通
勤
、
通

学
し
て
い
る
も
の
及
び
、
市
軟
式

庭
球
連
盟
登
録
者

参
加
料
－
組
㎜
円

申
込
み
と
間
い
合
わ
せ

5
月
1
0
日
ま
で
に
保
健
体
育
課
へ

〒
翻
栃
木
市
万
町
1
5
1
2
5
（
麿
内

線
硲
）

通
勤
し
て
い
る
者
で
、
栃
木
市
テ

ニ
ス
協
会
登
録
者

参
加
料
1
組
2
、
0
0
0
円

申
込
み
と
問
い
合
わ
せ

5
目
8
日
ま
で
に
青
木
弘
一
宅

（
智
四
4
9
0
9
）
へ

市
文
化
協
会
教
養
講
座

「
栃
木
の
空
は
き
れ
い
か
な
」

講場日

師所時
会
費

5
月
1
6
日
㈲
午
後
7
時
～

文
化
会
館
リ
ハ
ー
サ
ル
室

栃
木
商
業
高
校
教
諭

猿
山
弘
子
氏

㎜
円
（
当
日
受
付
へ
）

問
い
合
わ
せ
先

文
化
協
会
教
養
講
座
実
行
委
員
長

石
田
よ
し
宏
宅
（
費
忽
ー
0
7

7
2
）
へ

16

ミ
リ
映
写
機

技
術
取
得
講
習
会

地
域
活
動
の
中
で
、
映
画
教
材
を

利
用
し
て
学
習
効
果
を
高
め
る
た
め
、

そ
の
利
用
法
及
び
操
作
の
技
術
を
取

得
す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
時
6
月
1
日
困
、
2
日
内
、

3
日
㈹
、
6
日
㈹
、
午
後
7
時

会
場
栃
木
市
役
所
第
2
別
館

第
3
会
議
室

定
員
3
0
名

申
込
方
法
5
月
2
0
日
團
ま
で
に

社
会
教
育
課
へ

受
講
料
無
料
、
但
し
、
テ
キ
ス
ト

代
1
、
4
0
0
円

間
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課
（
台
内

線
隔
）
へ

「
栃
木
市
政
だ
よ
り
」
の
タ
イ
ト
ル
を

蔵
の
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し
た

五
月
一
日
号
か
ら
一
ぺ
ー
ジ
の
タ

イ
ト
ル
「
栃
木
市
政
だ
よ
り
」
の
欄

を
一
新
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
観
光
栃

木
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
た
め
に
、

！御画書館、・ブックンヤトルあじさいミ

課難螂藤
1饗蕪灘藤
協団地」の巡回時間が変更になりますの岬

で、まちがいのないようご利用ください。．

お問い合わせは図書館（智22－35

42）へ

5月の巡回予定表
時

間と場
所

日／時
午前10：30～U130 午後1100～2：00 午後2：30～3：30

10日㈹ 田村町 国府地区公民館 大宮地区公民館11日（水） 大町公民館 今泉団地 平川公民館13日（金）

市役所
サンコーポラス日ノ出 市営城内第2団地

14口II二） 大塚団地公民館 樋ノロ生協団地
17日（火）

長寿園 平井町公民館隣 片柳町市営住宅18日（水） 薗部町1丁目 皆川地区公民館 新井町公民館
20日（金〕 吹上地区公民館 寺尾地区公民館 川原田西団地
21日（D 出流町／押山商店前 星野町／集会所 尻内町／篠崎酒店前
24日依）

田村町 国府地区公民館 大宮地区公民館25日休） 大町公民館 今泉団地 平川公民館27日（金〕

市役所
サンコーポラス日ノ出 市営城内第2団地

28日（ヒ） 大塚団地公民館 樋ノロ生協団地
31日㈹ 長寿園 平井町公民館隣 片柳町市営住宅

犬の登録と狂犬病予防注射
昭和63年度の犬の登録と狂犬病予防注射を次により行います。
犬を飼っている方は忘れずに受けてください。

料金登録料1頭2，100円、注射料1頭2，760円、計4，860円

「
鯉
の
い
る
街
、
蔵
の
街
」
の
「
蔵
」

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
と
、
市
章
を

表
わ
し
た
も
の
で
す
。

日程
05月14日（土）栃木地区14：00～14：30平川公民館
10100～10：30河合町公民館05月19日休）栃木・吹上地区ii
lll81二翻罫塑麟公園llill二11：1鍾歴撚民館1：

14：30～15：30箱森十二社13：00～14二30鹿島神社
05月14日（”栃木、大宮、皆川地区15100～15：30嘉右衛門町神明神社1

10：00～10：30宮本公民館05月19日㈲大宮地区
・11・・一1・：3・大町公民館1・：・・一1・：3・樋ノ・集落センターil

13：・・一13：3・皆川地区公民館・1：・・一11：2・藤田農協倉庫1イ1

14：・0－14：30泉川農協倉庫13：00～13：30大宮地区塒ll

・糊羅1躍門i認1二11：：：器ボii

11：00～11：20押山善治氏宅05月21日（土）栃木地区ll
13：00～13：30寺尾地区公民館10：30～11：30薗部町内田酒店1イ
14：・・一14：3・篠崎順氏宅13二・・一・3：3・篶公園…1

05月18日（水）国府・棺地区14：00～15：00弔四小学校il
10：00～10：30田村町公民館05月21日仕）栃木地区…！

ll温灘糠慧1糠8霧顯ii
犬を飼うときは’…llO毎年1回澄録と狂犬病予朧射を受けましょう。U
3鵬、醜欝雛ざ讐写諺轟、、、ましょ，．…1
・犬の散歩の際には・「汚物」を処理する用具を鯵し必ずかたll

づけましょう・10廃犬、死亡等の場合には台帳を訂正しますので、市保健課予防1イ

係に連絡してください（君内線244）．il
なお・4月から注射料金が変わりました。おつりのないようにiン

．＝縢1二驚乱即＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿彗
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誹勘，謎§凹。ξ》診。臣
この夏休みに、親子でピアノ、ヴァイオリン、チェロの演奏

を楽しんではいかがですか。

今までのコンサートとはチョッピリ趣をかえて、3週間にわ

たり、それぞれの楽器による演奏を楽しんでいただこうと企画

いたしました。

演奏家は、それぞれ海外の音楽コンクールで優勝した経歴を

もつすばらしい若手の実力派です。各方面で高い評価をうけ、

大活躍をしており人気も急上昇中です。ぜひこの機会にご家族

で鑑賞いただき夏休みのよい想い出をつくってください。

27／12津田真理ピアノコンサート

曲名ラヴェル：ソナチネ、フランク：プレリュード、コラールー

とフーガ、シューベルト：即興季－轄

難麟講
調作品66、その他

フロフィール
76年、日本音楽コンクール…

中学生の部全国第1位、83年、’

ヴィオッティ国際コンクールi

第1位特賞、その後ヨーロッ『

パ各地でリサイタルを開催し

絶賛を受ける。

栃木市文化会館大ホール

PM6：00開場6：30開演

入場料（全席自由）

通しペア券（2人で3回分）7，500円

一般券（1人で1回分）1，500円

（5月20日前売開始）
プレイガイド

文化会館、市内書店・楽器店

各地区公民館、市民劇場

サンプラザ会館、都賀町商工会

主催・問い合わせ

栃木市文化会館（盈23－5678）

27／5上村昇
チェロコンサート
（ピアノ伴奏岡原慎也）

木
市
文
化
会
館
主
催
公
演
（
自
主
事
業
）

シューマン：幻想小曲集作品73、バッハ：無伴奏チ

エロ組曲第3番ハ長調BWV．1009、ブラームス：
チェロ・ソナタ第1番ホ短調作品38、サン・サーン

ス：白鳥、その他

フロフィール77年、日本音楽コンクール第1位、79年、カサド
国際チェロ・コンクールに優勝し、一躍世界の注目

を浴びる。

27／19漆原啓子
ヴァイオリンコンサート
（ピアノ伴奏蓼沼恵美子）

ヘンデル：ソナタニ長調、ベー
トーヴェン：ヴァイオリン・ソ
ナタ第7番ハ短調、ドビュッシ
ー：ヴァイオリンとピアノのソ
ナタ、チャイコフスキー：ワル
ッ・スケルッオ、その他

フロフィール81年、ヴィエニアフスキ国際コン
クールで、日本人として初めて
第1位優勝、あわせて6つの副
賞も獲得、日本の若い世代を代
表するヴァイオリニストとして、
今後一層の活躍が期待される。

，ウー一㈱萎◎前売券好評発売中ゲヴァントハウス

弦楽四重奏団コンサート
6月4日（土）大ホールS－3，300円、A－2，800円

一10一




